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 プルシャンブルー類似体錯体(AxM[Fe(CN)6]y･zH2O; Aはアルカリ金属イオン，Mは遷移金属)は、

2 種の遷移金属がシアノ基により架橋される 3 次元ネットワーク構造を有し、ネットワーク空隙

にはアルカリ金属イオンが占有する。また、この空隙を占有するアルカリ金属イオンは、可逆的

に脱挿入することが可能であるため、二次電池正極材料[1]、エレクトロクロミック材料[2]、Cs

除去材 [3]などへの応用が期待されている。本研究では、Ni プルシャンブルー類似体

(Na0.68Ni[Fe(CN)6]0.67･5.0H2O; NNF67)膜を用いて、定電圧印加測定による Na+, Rb+イオンインター

カレーションダイナミクスを測定した[4]。 

 NNF67膜は電解析出法にて ITO透明電極上に作成した。電気化学測定は、三電極系セルを用い、

1mol/L NaCl 溶液中で Na+イオンを脱離した後、1mol/L NaCl, 1mol/L RbCl 溶液中にて各イオンの挿

入を行った。図 1 (図 2) に、1mol/L NaCl (1mol/L RbCl)溶液中で、電圧印加した時の電流-時間応

答を示す。-1.0V の時、NaCl 溶液および RbCl 溶液中ともに、時間経過とともに徐々に電流値が減

衰し、1.5秒程度で不連続に 0ｍA/cm2になった。この時 NNF67膜の色は透明から黄色に変化する。

これは、速いイオン挿入が起こったことを示している。事実、流れた電気量から膜内部に挿入さ

れたイオン量(x)を見積もると、x = 0.8 と求まり、理論値(x = 0.67)とよく一致している。当日

は、この特異な電流-時間応答について議論するとともに、Cs 除去についても言及する。 
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図 1．1mol/L NaCl 中での電流-時間曲線 図 2．1mol/L RbCl 中での電流-時間曲線
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